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１ 重点目標の評価 

重点目標１ 『確かな学力を育てる』について 

１人１台タブレット端末が配布され、有効活用への努力の様子がうかがえる。反面、

過剰な情報、視力等健康面への影響など、懸念されることもある。メリット・デメリッ

トをしっかりと踏まえ、使うことありきではなく、子どもたちの学力を伸ばしていくた

めの道具としてよりよい活用をしてほしい。また、子どもたちは与えられることで満腹

になっているようにも感じる。子どもたちのもつ力を引き出す工夫が大切だと考える。 

重点目標２ 『互いに認め合い、思いやる人間関係を育てる』について 

コロナ禍において異学年間の交流活動が十分に実施できなかったとのことであるが、

本校のよさである子どもたちの縦のつながりの強さ、幼稚園との交流活動は今後も大切

にしていってほしい。また、学校評価アンケート結果の、児童の悩みやトラブルへの対

応に関する項目の数値が昨年度よりさらに低下している。学校はきめ細かな対応に努め

ていると考えるが、その要因を分析し、改善に向けた手だてを講じていく必要がある。 

 

重点目標３ 『丈夫な体とたくましい心を育てる』について 

今の子どもたちは、運動に親しむ場に時間的・空間的な制約が多く、運動をするため

には習い事やチームに所属しなければならないような状況がある。コロナ禍において、

さらに運動の機会に制約が生じているが、子どもたちの体力の維持・向上のため、現状

に合わせた水泳・持久走・縄跳びへの取り組み方の工夫・改善に努めてほしい。また、

幼小を通して運動に親しむ場を設けていくという視点も大切だと考える。 

２ 今後の改善に向けた意見 

 行事等をコロナ禍だからと中止にするのではなく、可能な方法を見いだし工夫してい

る努力が見られとてもよいと考える。コロナ禍以前に戻すという発想ではなく、子ども

たちの現状をしっかり把握し、寄り添いながら無理なく前に進めていってほしい。 

子ども同士の問題を解決する糸口が大人に委ねられ、子ども同士で解決する力が弱ま

っているように感じる。大人と子どもという縦の関係だけでなく、子どもと子どもとい

う横の関係を問う設問をアンケートに入れていくことも検討してよいのではないか。 

 

３ その他の意見 

 特認校の枠が３学級分に拡大され、他地域から通学する児童が増えるが、京橋築地小

学校に通ってよかったと思ってもらえることを願っている。 

 


